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            午前１０時００分 開会 

○議長（松村幸治君） 現在の出席議員は１９名で定足数に達しており、議会は成立いた

しました。 

 ただいまから令和４年第１回阿波市議会定例会を開会いたします。 

 これより本日の会議を開きます。 

 日程に入るに先立ち、諸般の報告を申し上げます。 

 まず初めに、組合議会関係についてご報告申し上げます。 

 昨年の１２月２４日に徳島中央広域連合議会定例会が開催され、関係議員とともに出席

いたしました。 

 次に、各種会合についてご報告申し上げます。 

 １月２日に令和４年阿波市成人式、５日に徳島中央広域連合消防出初め式、９日に阿波

市消防団出初め式が開催され、関係議員とともに出席いたしました。 

 徳島駅伝関係といたしましては、１２月１４日に阿波市選手団結団式、１月５日には阿

波市選手団解団式に出席いたしました。 

 その他といたしましては、１月１７日に阿波市防災会議、２４日に徳島県市町村議会議

員公務災害補償等組合議会定例会に出席いたしました。 

 次に、監査委員から令和３年１１月、１２月分の例月現金出納検査及び監査結果報告書

が議長宛てに提出されています。 

 以上の詳細については、関係書類を議会事務局に保管していますので、ご高覧くださ

い。 

 次に、市長からお手元に配付のとおり、議案等の提出通知がありましたので、ご報告し

ておきます。 

 諸般の報告は以上のとおりです。 

 これより本日の日程に入ります。 

 本日の日程は、お手元に配付いたしました日程表のとおりです。 

            ～～～～～～～～～～～～～～～ 

  日程第１ 会議録署名議員の指名について 

○議長（松村幸治君） 日程第１、会議録署名議員の指名を行います。 

 会議録署名議員は、会議規則第８８条の規定により、６番藤本功男君、７番笠井安之君

の両名を指名いたします。 
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            ～～～～～～～～～～～～～～～ 

  日程第２ 会期の決定について 

○議長（松村幸治君） 日程第２、会期の決定についてを議題といたします。 

 会期の決定については、１月３１日に議会運営委員会が開かれておりますので、結果に

ついて委員長の報告を求めます。 

 阿部議会運営委員長。 

○議会運営委員長（阿部雅志君） おはようございます。 

 議会運営委員会の協議の結果について報告を申し上げます。 

 令和４年第１回阿波市議会定例会の運営協議のため、１月３１日午前１０時から委員会

室において、正副議長及び委員８名、理事者側から市長、副市長、企画総務部長ほか担当

職員の出席のもと、議会運営委員会を開会いたしました。 

 まず、今定例会の会期については、慎重に協議をいたしました結果、本日２月７日から

３月２日までの２４日間に決定をいたしました。 

 議事日程については、既に配付してあります日割り表のとおり、本日は諸般の報告、行

政報告、提出議案の説明を予定しております。 

 ２月１７日の本会議は午前１０時に開会いたしまして、代表質問、一般質問を予定して

おり、２月１８日、午前１０時に開会し一般質問、２月２１日、午前１０時に開会し一般

質問、その後、議案に対しての質疑、各委員会への付託を予定しております。 

 次に、２月２２日は午前１０時から総務常任委員会、２月２４日は午前１０時から文教

厚生常任委員会、２月２５日は午前１０時から産業建設常任委員会を予定しております。 

 次に、３月２日は午前１０時から本会議を開会し、各常任委員会委員長の報告、質疑、

討論、採決を行い、閉会を予定しております。 

 次に、代表質問、一般質問、質疑通告書の締切りは、明日２月８日正午となっておりま

す。円滑な議会運営ができますよう、議員並びに理事者の協力をよろしくお願いをいたし

まして、報告といたします。 

○議長（松村幸治君） お諮りいたします。 

 本定例会の会期については、本日から３月２日までの２４日間とすることにご異議ござ

いませんか。 

            〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（松村幸治君） ご異議なしと認めます。よって、会期を本日から３月２日までの



- 7 - 

２４日間と決定いたしました。 

            ～～～～～～～～～～～～～～～ 

  日程第３ 行政報告 

○議長（松村幸治君） 日程第３、行政報告を市長に求めます。 

 藤井市長。 

○市長（藤井正助君） 改めまして、おはようございます。 

 本日、令和４年第１回阿波市議会定例会を招集しましたところ、議員各位におかれまし

ては、ご出席をいただきまして誠にありがとうございます。また、日頃は市行政全般にわ

たりまして格別のご支援、ご協力をいただいておりますことに心から厚くお礼を申し上げ

ます。 

 それでは、開会に当たり、市政の重要課題等についてご報告申し上げます。 

 初めに、新型コロナウイルス感染症対策についてでございます。 

 全国的にオミクロン株が急拡大しており、県内においても新規感染者数が最多を更新す

るなど、医療提供体制の逼迫や重症化リスクの高い方への感染が懸念されているところで

ございます。 

 本市では、先月１８日、約４か月ぶりに新規感染者が確認され、その後においても憂慮

すべき状況が続いております。特に３０歳代以下の若い世代への感染確認が多く見られ、

本市でも家庭内感染や子どもたちへの感染が確認されたことから、速やかに阿波市新型コ

ロナウイルス対策本部会議を開催し、小・中学校や放課後児童クラブなどに対しまして休

業措置を講じ、感染拡大防止に万全を期しているところでございます。 

 市民の皆様におかれましては、感染拡大を防止するため、引き続きマスクの着用、手洗

いや手指消毒、３密の回避など基本的な感染予防対策をお願い申し上げますとともに、感

染が拡大している地域への移動は極力控えていただきますようよろしくお願いを申し上げ

ます。 

 次に、新型コロナウイルスワクチン接種についてでございます。 

 市民の皆様のご理解と阿波市医師会及び関係機関の皆様のご尽力により、今月３日現

在、国の接種率が７９％のところ、本市では８７％の市民の皆様が２回目の接種を終えら

れております。これもひとえに市民の皆様や阿波市医師会、医療関係者の皆様のご理解と

ご協力のたまものでございまして、改めて心から感謝を申し上げます。 

 また、３回目の接種につきましては、昨年末から医療従事者の皆様への接種を開始して
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おりまして、続いて高齢者施設へ入所されている方や職員の皆様の接種を順次進めている

ところでございます。そして、高齢者の皆様への接種を今月１３日から前倒しして開始す

ることに伴い、昨年に引き続き市役所本庁をはじめ市内４か所において、今月２日、３日

の両日に予約受付を代行する臨時窓口を開設し、同様に今月１６、１７日にも開設するこ

とで、市民の皆様の予約時のご負担を軽減してまいります。また、感染リスクの高い小・

中学校の教職員、認定こども園や放課後児童クラブに勤務する方へ、本日７日から接種の

前倒しを実施してまいります。 

 今後におきましても、県主催で実施する大規模集団接種を活用するなど、市民の皆様が

安心して接種が受けられるようしっかりと取り組んでまいります。市民の皆様におかれま

しても、３回目の接種を積極的にご検討いただきますようよろしくお願いを申し上げま

す。 

 次に、令和４年度当初予算についてでございます。 

 令和４年度当初予算案につきましては、引き続き安全・安心のまちづくり、活力あふれ

るまちづくり、子育て応援のまちづくりの３つの柱をなお一層推進するための予算編成と

しておりますが、今後の厳しい財政運営に鑑み、歳出の見直しを徹底しながらも、これま

で整備を行ってまいりました。幼保連携型認定こども園などのハード事業が一段落したこ

とから、ソフト事業を中心とした施策を積極的に進めながら、幹線道路等のインフラ整備

など必要な事業には十分な配分を行い、バランスを考えた予算編成を行ったところでござ

います。 

 このことから、予算規模につきましては、歳入歳出総額が１８８億９，６００万円とな

り、前年度と比較して７，２００万円、率にして０．４％の増となっております。 

 主な事業といたしまして、１つ目の柱である安全・安心のまちづくりでは、オミクロン

株による新型コロナウイルス感染症の急拡大の中、３回目の追加接種を進めております

が、令和４年度におきましても、ワクチン接種対策事業費約１億４，０００万円を計上

し、阿波市医師会や関係機関と連携して、円滑な接種を実施してまいります。 

 また、行政デジタルトランスフォーメーション推進事業といたしまして、子育てや介

護、戸籍、税務システムの改修を行い、マイナンバー制度を活用していただくことで、市

民の皆様の利便性の向上やサービスの迅速化を図ってまいります。 

 さらに、自治体の情報発信分野においても、デジタル化への対応は喫緊の課題であるこ

とから、庁内にプロジェクトチームを立ち上げ、ＳＮＳの活用や民間との連携を検討して



- 9 - 

まいります。 

 次に、増加傾向にある認知症高齢者の徘回による行方不明事案に対応するため、位置情

報の見守りサービスを導入する利用者に対しまして、新たに費用の一部を支援するととも

に、情報共有、連携ができる体制づくりを行ってまいります。 

 続いて、２つ目の柱である活力あふれるまちづくりでは、これまでも阿波市のイメージ

アップのため、プロモーション動画による情報発信や、移住・定住の促進のため、市営住

宅跡地を利用した分譲地の整備を行ってまいりました。移住・定住者への新たな施策とい

たしましては、４０歳以下の方が市内に住宅を購入した際に購入費用の一部を支援する阿

波市で暮らそう住宅購入支援事業を開始いたします。 

 次に、（仮称）阿波スマートインターチェンジ設置事業につきましては、基幹産業であ

る農業の維持発展、雇用の確保に直結する企業誘致の促進、観光基盤の形成、南海トラフ

巨大地震等大規模災害に対する防災・減災といった課題解決につながる地方創生の起爆剤

となる事業でございますので、早期の完成に向けて、用地費や物件補償費を中心に予算措

置し、鋭意取り組んでまいります。 

 また、主要地方道県道鳴門池田線と県道船戸切幡上板線のバイパス道路である市道矢松

田中線改良工事に積極的に取り組むとともに、長峰大橋、伊沢谷川橋の橋梁補修工事を行

います。 

 次に、農業振興につきましては、継続的に農業用機械の導入や施設整備、販売促進活動

に対しまして助成を行うほか、徳島インディゴソックス球団と連携して、公式戦ポスター

の作成・配布、販売促進動画の配信などを通じ、阿波市産野菜をはじめとした市内の様々

な魅力を情報発信してまいります。 

 次に、企業誘致につきましては、相談窓口や企業立地適地の調査などトータルにサポー

トするほか、本市に進出していただいております株式会社サンコー様、株式会社トマトパ

ーク徳島様、西精工株式会社様に対しまして、企業立地促進助成金を交付し、これからも

しっかりと支援してまいります。 

 最後に、３つ目の柱、子育て応援のまちづくりでは、これまで高校卒業までの医療費の

無償化、小学校、中学校及び特別支援学校に入学する際の入学祝金支給事業、病児・病後

児保育施設の拡充、中学校卒業時の義務教育修了祝金支給事業など、子育て世代の負担軽

減に努めてまいりました。 

 教育・保育施設設備にも力を注ぎ、令和３年４月には大俣認定こども園の利用が始まっ
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たことで、市内全ての小学校区において、幼保連携型認定こども園が整備されておりま

す。加えて、今年度は土成中央認定こども園の大規模改修工事を行っているところでござ

います。 

 また、放課後児童クラブの整備につきましても順次進めておりまして、現在、小学校の

空き教室を利用しております吉野地区の一条、柿原両クラブにつきまして、令和４年度は

新築に向けた設計を行います。このことによりまして、市内全ての小学校区において専用

施設で放課後児童クラブの運営を行うことができるようになり、幼保連携型認定こども園

とともに子育て支援施設が整うことになります。 

 次に、学校教育関係では、吉野中学校の屋外運動場夜間照明、防球ネットの整備、屋内

運動場大規模改修、市場中学校の屋外夜間照明等改修工事などを実施することで、教育環

境の整備や児童・生徒の安全確保を図ってまいります。また、令和３年度に引き続き、電

子黒板型プロジェクターの整備を行い、児童・生徒の情報リテラシーを高めていくととも

に、校務用パソコン、サーバー等を更新し、教職員の環境改善、負担軽減にも取り組んで

まいります。 

 次に、社会教育関係では、吉野笠井図書館の老朽化が進んでいることから、これからも

安全、快適にご利用いただくため、屋根等の大規模改修を行います。加えて、現在、「子

育てするなら阿波市」を合い言葉に、「阿波っ子が元気いっぱい笑顔でそだつまちづく

り」の実現に向けまして取組を進めておりますが、子ども・子育て支援条例である阿波っ

子条例を今定例会に上程し、子ども・子育て支援事業計画の取組をさらに充実させ、市内

全体で取り組んでまいります。今後におきましても、市民の皆様にとって真に必要な施策

を着実に実行しながら、持続可能なまちづくりを推進してまいります。 

 次に、本市、板野町、上板町の３市町で進めております中央広域環境施設組合新ごみ処

理施設建設についてでございます。 

 昨年１２月に開催されました３市町による新ごみ処理施設整備検討会におきまして、新

ごみ処理施設周辺にお住まいの皆様の安全や経済性、効率性、財政負担などを考慮し、慎

重に検討した結果、施設の事業方式を公設民営方式に採用することが望ましいとしてご報

告がございました。この件につきましては、明日８日に開催される中央広域環境施設組合

議会において、中央広域環境施設組合管理者として公設民営方式とすることを説明、報告

させていただきます。今後におきましても、周辺自治会の皆様と十分な協議を重ね、ご理

解、ご協力をいただけるよう誠心誠意取り組んでまいります。 
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 次に、順次行政報告を申し上げます。 

 最初に、企業立地についてでございます。 

 近年、本市では新たな企業の立地や事業所の増設などが活発化しており、相談件数など

も増加傾向にございます。その中で、現在、土成町宮川内地区に新工場を建設中の西精工

株式会社様が先月から土成工業団地内にある土成第一工場の増設工事に着工しておりま

す。この２つの工場が完成いたしますと、県内に複数ある生産拠点を本市に集約していた

だく計画となっておりまして、さらなる雇用の創出に大いに期待をしているところでござ

います。 

 次に、令和３年及び令和４年の成人式についてでございます。 

 新型コロナウイルス感染症の影響によりまして中止としておりました令和３年成人式に

つきましては、昨年末の１２月３０日、アエルワにおきまして、令和３年の新成人１６８

人が出席のもと、集合写真の撮影のほか、友人や家族と自由に撮影ができる撮影場所の提

供などを代替行事として実施いたしました。また、先月２日、令和４年成人式をアエルワ

におきまして、新成人２８４人が出席のもと、厳粛に挙行いたしました。これらの行事に

つきましては、十分な新型コロナウイルス感染症対策を講じた上で実施をさせていただい

たところでございます。 

 新成人の皆様方は、社会人や学生等と様々な立場で門出を迎えられたわけでございます

が、故郷阿波市に深い郷土愛を持っていただき、自らの目標に向かって邁進されることを

心からご祈念申し上げます。 

 次に、先月４日、５日の両日、コロナ禍における新たな駅伝として、新春恒例の徳島駅

伝が２年ぶりに大会日程を短縮して開催され、参加１６チームが全２７区間、１６４．３

キロメートルにわたり健脚を競いました。今年は目標としていた８位入賞にはあと一歩届

かなかったものの、過去最高順位となる第９位という輝かしい成績を収められ、阿波市代

表の選手の皆様には勇気と感動をいただきました。監督、コーチ、力走した選手をはじ

め、大会に携わった皆様方に心から敬意を表したいと存じます。 

 次に、先月９日、アエルワにおきまして、阿波市消防団出初め式を開催いたしました。

近年、全国各地で自然災害が多発化、激甚化しており、消防団の担う役割は年々重要度を

増しております。当日は、阿波市議会松村議長、笠井安之副議長のご臨席をいただき、安

岡団長のリーダーシップのもと、阿波市消防団員約２００名の一糸乱れぬ行動を拝見し、

改めて市民の皆様の生命と財産を守り抜く決意を新たにしたところでございます。 
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 次に、先月２１日、大俣小学校区自主防災組織連合会設立大会、また翌週の２７日には

一条小学校区自主防災組織連合会設立大会が開催されました。このことにより、林、御

所、八幡、土成、市場の各小学校区に次いで、６番目、７番目の設立となりました。 

 本市では、今後３０年の間に高い確率で発生が危惧されている南海トラフ巨大地震を迎

え撃つ体制づくりや避難所での感染症対策が喫緊の課題であると認識しているところでご

ざいます。特に地域の避難所となる小学校を中心に、自主防災組織や消防団、学校、地域

が一つとなって防災・減災活動に取り組むことにより、共助である地域防災力の向上がよ

り一層図られるものと考えております。今後におきましても、自主防災組織の育成を図り

ますとともに、市内全ての小学校区において連合会組織が結成できるよう、その取組を進

めてまいります。 

 次に、先月２１日、中央環境センターにおきまして、中央広域環境施設組合を構成する

２市２町の首長をはじめ、関係者の皆様のご出席の下、一般社団法人徳島県産業資源循環

協会会長岸史郎様と災害発生時における廃棄物処理等の実施に関する協定の締結を行うと

ともに、ジェムカ株式会社代表取締役松村孝明様と災害時における災害廃棄物処理等の協

力に関する協定の締結を行いました。これらの協定は、南海トラフ巨大地震などの大規模

災害時に発生する膨大な災害廃棄物の処理などに迅速かつ適正に対応するための協定でご

ざいます。今後におきましても、関係機関と連携を密にし、大規模災害を想定したより具

体的な訓練、協議を重ねてまいります。 

 次に、先月２４日、市役所におきまして、第２次阿波市総合計画後期基本計画（案）に

つきまして、阿波市総合計画審議会会長宮川治様から答申をいただきました。答申内容と

いたしましては、本計画（案）にご承認をいただいた上で、本市の最重要課題である人口

減少の克服に向け、本計画（案）に新たに盛り込んだ３つの重点テーマに戦略的に取り組

むことなどについてご提言をいただいたところでございます。 

 次に、今月１日、阿波市特産品認証制度における特産品認証書の授与式を執り行いまし

た。阿波市が誇る特産品として新たに認証させていただいたのは、有限会社石井養豚セン

ター様の阿波美豚や阿波ノ北方農園様の大和干し柿の２品目で、これにより阿波市特産品

の認証数は２６品目となりました。本市ならではの新たな特産品の誕生は、全国へ本市を

ＰＲし、各種産品の販路拡大に非常に有効であると考えております。今後も引き続き、本

市のふるさと納税制度における返礼品としての活用をさらに強力に進めるため、認証品の

生産者の皆様と連携をしてまいります。 
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 最後に、先月１８日、総務省より、令和２年国勢調査の結果に基づきまして、過疎地域

に異動がある市町村についての発表がございました。本市市場町が新たに過疎地域に指定

され、本年４月１日に公示されることになりました。 

 人口減少の克服に向け鋭意取り組んでいる本市にとりましては、今回の決定は手放しで

喜べるものではございませんが、一方で有利な財源である過疎対策事業債などの支援措置

を受けることが可能となります。この過疎対策事業債は、ソフト、ハード事業両面で活用

することができ、借入れに係る元利償還金の７０％が後年度において普通交付税に算入さ

れる有利な財源でございます。この有利な財源を最大限活用し、市場町地区の地域活性化

はもとより、本市の将来を見据えた真に必要な施策に集中と選択をもって取り組み、持続

可能なまちづくりを構築していく所存でございますので、議員各位並びに市民の皆様のご

理解とご協力をよろしくお願いを申し上げます。 

 以上、報告を申し上げまして、開会に当たりましての行政報告とさせていただきます。

よろしくお願いをいたします。 

            ～～～～～～～～～～～～～～～ 

  日程第 ４ 議案第 １号 令和３年度阿波市一般会計補正予算（第９号）について 

  日程第 ５ 議案第 ２号 令和３年度阿波市国民健康保険特別会計補正予算（第２ 

               号）について 

  日程第 ６ 議案第 ３号 令和３年度阿波市介護保険特別会計補正予算（第２号） 

               について 

  日程第 ７ 議案第 ４号 令和３年度阿波市農業集落排水事業特別会計補正予算 

               （第２号）について 

  日程第 ８ 議案第 ５号 令和４年度阿波市一般会計予算について 

  日程第 ９ 議案第 ６号 令和４年度阿波市御所財産区特別会計予算について 

  日程第１０ 議案第 ７号 令和４年度阿波市国民健康保険特別会計予算について 

  日程第１１ 議案第 ８号 令和４年度阿波市後期高齢者医療特別会計予算について 

  日程第１２ 議案第 ９号 令和４年度阿波市住宅新築資金等貸付事業特別会計予算 

               について 

  日程第１３ 議案第１０号 令和４年度阿波市介護保険特別会計予算について 

  日程第１４ 議案第１１号 令和４年度阿波市農業集落排水事業特別会計予算につい 

               て 
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  日程第１５ 議案第１２号 令和４年度阿波市水道事業会計予算について 

  日程第１６ 議案第１３号 阿波市森林環境譲与税基金条例の制定について 

  日程第１７ 議案第１４号 犬墓財産区管理会条例の制定について 

  日程第１８ 議案第１５号 阿波市住民集会施設設置条例の一部改正について 

  日程第１９ 議案第１６号 阿波市特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費用弁償 

               に関する条例の一部改正について 

  日程第２０ 議案第１７号 阿波っ子条例の制定について 

  日程第２１ 議案第１８号 阿波市飲料水供給施設の設置等に関する条例の一部改正 

               について 

  日程第２２ 議案第１９号 吉野庄境集会所の指定管理者の指定について 

  日程第２３ 議案第２０号 第２次阿波市総合計画基本構想の変更について 

  日程第２４ 議案第２１号 阿波市道路線の認定について 

  日程第２５ 議案第２２号 阿波市道路線の変更について 

  日程第２６ 報告第 １号 債権の放棄について 

○議長（松村幸治君） 日程第４、議案第１号令和３年度阿波市一般会計補正予算（第９

号）についてから日程第２６、報告第１号債権の放棄についてまでの計２３件を一括して

議題といたします。 

 提案理由の説明を求めます。 

 藤井市長。 

○市長（藤井正助君） 本日提案させていただいております令和４年第１回阿波市議会定

例会への提出議案につきまして、提案理由の説明を申し上げます。 

 今定例会におきましては、予算案件１２件、条例案件６件、その他案件４件、報告案件

１件の計２３件について審議をお願いするものでございます。 

 最初に、議案第１号令和３年度阿波市一般会計補正予算（第９号）につきましては、追

加補正予算額１億３，６９０万円でございます。 

 次に、議案第２号令和３年度阿波市国民健康保険特別会計補正予算（第２号）につきま

しては、追加補正予算額１億３０５万３，０００円でございます。 

 次に、議案第３号令和３年度阿波市介護保険特別会計補正予算（第２号）につきまして

は、追加補正予算額２，１３１万３，０００円でございます。 

 次に、議案第４号令和３年度阿波市農業集落排水事業特別会計補正予算（第２号）につ
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きましては、追加補正予算額２５０万円でございます。 

 次に、議案第５号令和４年度阿波市一般会計予算につきましては、歳入歳出予算の総額

を１８８億９，６００万円とするものでございます。 

 令和４年度当初予算は、引き続き３つの柱を施策の中心に据えまして、なお一層推進す

るための予算編成としております。 

 主な事業といたしまして、１つ目の柱である安全・安心のまちづくりでは、新型コロナ

ウイルス感染症対策として３回目の追加接種を行うためのワクチン接種対策事業費や、子

育てや介護、戸籍事務、税務業務など行政手続のオンライン化を図るための行政デジタル

トランスフォーメーション推進事業、また本市においても増加傾向にある認知症高齢者の

徘回による行方不明事案に対応するため、位置情報サービス機器の購入等に要する経費の

一部を助成する認知症高齢者等見守り支援事業、そして市内消防団の消防力の向上を図る

消防団車両整備事業や、阿波市公営住宅長寿命化計画に基づきまして、大野島団地等の改

修工事を実施してまいります。 

 次に、２つ目の柱でございます活力あふれるまちづくりでは、人口減少問題の克服に向

けまして、新たな移住・定住施策として、４０歳以下の方が市内に住宅を購入した際に購

入費用の一部を支援する阿波市で暮らそう住宅購入支援事業を開始いたします。加えて、

本市の強みでございます子育てを中心に、ＳＮＳなど様々な情報媒体を活用した情報発信

を展開し、移住・定住の促進を図ってまいります。 

 次に、地方創生の起爆剤となる（仮称）阿波スマートインターチェンジ設置事業につき

ましては、本市の基幹産業である農業の維持発展、雇用に直結する企業誘致の促進、観光

基盤の形成、南海トラフ巨大地震等大規模災害に備える体制の強化を図ることなどから、

引き続き早期の供用開始に向け、しっかりと取り組んでまいります。 

 また、市道矢松田中線改良工事や長峰大橋、伊沢谷川橋などの橋梁補修工事を進めてま

いります。 

 次に、農業振興では、農業用機械の導入や販売促進活動に対する助成を行うほか、徳島

インディゴソックスと連携し、阿波市産野菜をはじめ、様々な魅力を積極的に情報発信し

てまいります。 

 次に、企業誘致につきましては、相談窓口の設置や企業立地適地の調査など、サポート

体制の充実を図るほか、本市に進出していただきました企業様に対しまして、企業立地促

進助成金を交付し、今後もしっかりと支援をしてまいります。 
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 最後に、３つ目の柱でございます子育て応援のまちづくりでは、市内全ての小学校区に

おいて、幼保連携型認定こども園の整備が一段落したところでございますが、令和４年度

は、小学校の空き教室を利用して放課後児童クラブを運営しております一条、柿原両クラ

ブの新たな整備に向けまして、取り組んでまいります。 

 また、学校教育施設では、吉野中学校の屋内運動場大規模改修工事や市場中学校の屋外

夜間照明等改修工事、加えて小・中学校のＩＣＴ機器の充実を図るため、令和３年度に引

き続きまして、電子黒板型プロジェクターを整備してまいります。 

 次に、議案第６号令和４年度阿波市御所財産区特別会計予算につきましては、歳入歳出

予算の総額を１，７５１万７，０００円とするものでございます。 

 次に、議案第７号令和４年度阿波市国民健康保険特別会計予算につきましては、歳入歳

出予算の総額を４４億９，８９８万７，０００円とするものでございます。 

 次に、議案第８号令和４年度阿波市後期高齢者医療特別会計予算につきましては、歳入

歳出予算の総額を５億６，８９８万２，０００円とするものでございます。 

 次に、議案第９号令和４年度阿波市住宅新築資金等貸付事業特別会計予算につきまして

は、歳入歳出予算の総額を１７６万円とするものでございます。 

 次に、議案第１０号令和４年度阿波市介護保険特別会計予算につきましては、歳入歳出

予算の総額を４４億７，５３７万６，０００円とするものでございます。 

 次に、議案第１１号令和４年度阿波市農業集落排水事業特別会計予算につきましては、

歳入歳出予算の総額を１億４，３１５万３，０００円とするものでございます。 

 次に、議案第１２号令和４年度阿波市水道事業会計予算につきましては、収益的収入を

６億８，４２１万１，０００円、収益的支出を６億４，７４５万円とし、資本的収入を４

億４，２６０万３，０００円、資本的支出を６億２，５６７万６，０００円とするもので

ございます。 

 次に、議案第１３号阿波市森林環境譲与税基金条例の制定につきましては、森林環境税

及び森林環境譲与税に関する法律第３４条第１項に規定する施策に要する費用の財源に充

てるため、新たに条例を制定するものでございます。 

 次に、議案第１４号犬墓財産区管理会条例の制定につきましては、犬墓財産区を議会制

度から管理会制度に移行するため、新たに条例を制定するものでございます。 

 次に、議案第１５号阿波市住民集会施設設置条例の一部改正につきましては、建設中の

吉野庄境集会所が完成するため新たに追加し、市場箸供養集会所が集会所としての用途を
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終えたことから条例の一部改正を行うものでございます。 

 次に、議案第１６号阿波市特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費用弁償に関する条

例の一部改正につきましては、民生委員推薦会委員の報酬及び費用弁償を規定することか

ら条例の一部改正を行うものでございます。 

 次に、議案第１７号阿波っ子条例の制定につきましては、子育て支援のさらなる充実強

化に取り組み、子どもが健やかに成長できる社会の実現に取り組むため、新たに条例を制

定するものでございます。 

 次に、議案第１８号阿波市飲料水供給施設の設置等に関する条例の一部改正につきまし

ては、施設の給水区域等の一部を変更することから条例の一部改正を行うものでございま

す。 

 次に、議案第１９号吉野庄境集会所の指定管理者の指定につきましては、当該施設の完

成に伴いまして、新たに指定管理者として地元管理組合を指定したいので、地方自治法第

２４４条の２第６項の規定により議決をお願いするものでございます。 

 次に、議案第２０号第２次阿波市総合計画基本構想の変更につきましては、阿波市議会

の議決すべき事件を定める条例第２条の規定によりまして、基本構想の一部を変更するこ

とから議会の議決を求めるものでございます。 

 次に、議案第２１号阿波市道路線の認定及び、議案第２２号阿波市道路線の変更につき

ましては、道路法第８条第２項及び第１０条第３項の規定によりまして、路線の認定及び

変更を行いたいので提案をするものでございます。 

 次に、報告第１号債権の放棄につきましては、住宅課及び業務課が管理する債権につき

まして、阿波市債権管理条例第１７条第１項の規定に基づき、市の債権を放棄しましたの

で、同条第３項の規定により報告を行うものでございます。 

 以上、議案等について提案理由の説明を申し上げましたが、議案内容の詳細につきまし

ては、この後担当部長等々から説明をさせていただきますので、十分ご審議の上、ご賛同

いただきますようお願いを申し上げまして、提案理由の説明とさせていただきます。よろ

しくお願いをいたします。 

○議長（松村幸治君） 市長の提案理由の説明が終わりました。 

 次に、提出されております各議案について補足説明を求めます。 

 坂東企画総務部長。 

○企画総務部長（坂東孝一君） それでは、今議会に提出をさせていただいております議
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案第１号令和３年度阿波市一般会計補正予算（第９号）について補足説明をさせていただ

きます。 

 令和３年度阿波市の一般会計補正予算（第９号）は、次に定めるところによる。 

 第１条、既定の歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ１億３，６９０万円を追加し、

歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ２１２億７，５５０万円とする。 

 第２項、歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後の歳入

歳出予算の金額は、第１表歳入歳出予算補正による。 

 第２条、地方自治法第２１３条第１項の規定により翌年度に繰り越して使用することが

できる経費は、第２表繰越明許費による。 

 第３条、地方債の変更は、第３表地方債補正による。 

 令和４年２月７日提出、阿波市長。 

 この補正予算（第９号）につきましては、事業の実績見込みや財源確定による基金の調

整に加え、国の補正予算に伴う事業に必要な経費を計上しております。 

 それでは、５ページをお願いいたします。 

 第２表繰越明許費でございます。 

 主な事業といたしましては、民生費の住民税非課税世帯等臨時特別給付事業や土木費の

地方道整備事業など２０事業で、繰越明許費総額といたしまして９億７，４０９万４，０

００円を計上しております。 

 次に、６ページをお願いいたします。 

 第３表地方債補正につきましては、総務債など４件の限度額の変更でございます。補正

前の限度額合計１６億２，９９０万円から７３０万円減額し、補正後の限度額合計は１６

億２，２６０万円としております。 

 それでは、歳入歳出予算の主なものについて説明をさせていただきます。 

 初めに、歳入予算といたしまして、１２ページ、１３ページをお願いいたします。 

 １１款１項地方交付税１１億５７２万７，０００円の追加につきましては、普通交付税

の確定によるものでございます。 

 １５款１項国庫負担金４，２０３万円の追加につきましては、障害者自立支援給付費負

担金や障害児入所給付費等負担金の実績見込みによるものでございます。 

 次に、１４ページ、１５ページをお願いいたします。 

 １６款１項県負担金５，９２２万４，０００円につきましては、国の補正予算に伴い前
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倒しする国土調査事業負担金によるものでございます。 

 次に、１６款２項県補助金２，１５３万７，０００円の減額につきましては、主に農山

漁村未来創造事業補助金や強い農業担い手づくり総合支援交付金など、事業の実績見込み

により減額するものでございます。 

 次に、１６ページ、１７ページをお願いいたします。 

 １９款１項基金繰入金１０億４，９５０万円の減額につきましては、財源の確定により

財政調整基金、減債基金などの基金の取崩しを取りやめるものでございます。 

 次に、歳出予算について説明をさせていただきます。 

 ２４ページ、２５ページをお願いいたします。 

 ３款１項社会福祉費１億３４２万２，０００円の追加につきましては、主に障害者自立

支援給付費や障害児給付費の実績見込みによるものでございます。 

 次に、３款２項老人福祉費２，０９６万４，０００円の減額につきましては、老人保護

措置費の実績見込みや介護保険特別会計繰出金によるものでございます。 

 次に、２６ページ、２７ページをお願いいたします。 

 ３款３項児童福祉費３，７９２万１，０００円の減額につきましては、児童手当や子育

て世帯生活支援特別給付金支給事業費の実績見込みによるものでございます。 

 次に、２８ページ、２９ページをお願いいたします。 

 ６款２項農地費５，０９９万３，０００円の追加につきましては、主に国土調査費４，

６１５万３，０００円によるものでございます。 

 次に、３２ページ、３３ページをお願いいたします。 

 １０款１項教育総務費２，３６６万８，０００円の減額につきましては、主に会計年度

任用職員事務局費や学校施設等整備事業費の実績見込みによるものでございます。 

 次に、３６ページ、３７ページをお願いいたします。 

 １３款２項基金費１億３，４０８万３，０００円の追加につきましては、普通交付税で

算入された令和４年度分の臨時財政対策債の前倒し交付分を全額減債基金に積み立てるも

のでございます。 

 最後に、４２ページをお願いいたします。 

 この調書につきましては、６ページの地方債補正の変更に基づき調整をしたもので、表

の右下、当該年度末現在高見込額の合計額は２０２億６，６０６万８，０００円でござい

ます。 
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 以上、議案第１号についての補足説明とさせていただきます。ご審議の上、ご賛同いた

だきますようよろしくお願いいたします。 

○議長（松村幸治君） 補足説明の途中ではございますが、暫時休憩をいたします。 

            午前１０時４８分 休憩 

            午前１１時００分 再開 

○議長（松村幸治君） それでは、休憩前に引き続き会議を開きます。 

 次に、矢田市民部長。 

○市民部長（矢田正和君） 議案第２号令和３年度阿波市国民健康保険特別会計補正予算

（第２号）について補足説明をさせていただきます。 

 予算書の１ページをお開きください。 

 令和３年度阿波市の国民健康保険特別会計補正予算（第２号）は、次に定めるところに

よる。 

 第１条、既定の歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ１億３０５万３，０００円を追

加し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ４５億７，４４６万９，０００円とする。 

 第２項、歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後の歳入

歳出予算の金額は、第１表歳入歳出予算補正による。 

 令和４年２月７日提出、阿波市長。 

 ６ページ、７ページをお開きください。 

 歳入歳出補正予算事項別明細書にて説明をさせていただきます。 

 歳入につきましては、１款の国民健康保険税が補正額１，５３７万５，０００円の追加

で計６億６，３７０万１，０００円に、４款県支出金が９１８万６，０００円の減額で計

３２億９，０１１万１，０００円に、８款繰越金が９，６８６万４，０００円の追加で計

１億７，１７０万３，０００円となっており、補正額の合計は１億３０５万３，０００円

の追加で、補正後の歳入合計額は４５億７，４４６万９，０００円となっています。 

 歳入の主なものとしましては、１款では医療給付費、後期高齢者支援分の現年課税徴収

実績見込みによる追加、４款では保険給付費の実績見込みによる普通交付金の減額、そし

て８款の前年度剰余金の繰越しなどによるものでございます。 

 続きまして、８ページ、９ページをお願いいたします。 

 歳出につきましては、２款保険給付費が補正額１億２５５万３，０００円の追加で計３

３億５，７７９万２，０００円に、８款諸支出金が５０万円の追加で計５５９万円となっ
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ており、補正額の合計は歳入と同額の１億３０５万３，０００円の追加で、補正後の歳出

合計額は４５億７，４４６万９，０００円となっています。 

 歳出の主なものとしましては、２款では一般被保険者の療養給付費等の支払い実績見込

みによる追加、そして８款の一般被保険者保険税還付償還金の実績見込みによる追加など

によるものでございます。 

 以上、議案第２号の補足説明とさせていただきます。ご審議の上、ご賛同くださいます

ようよろしくお願い申し上げます。 

○議長（松村幸治君） 寺井健康福祉部長。 

○健康福祉部長（寺井加代子さん） それでは、議案第３号令和３年度阿波市介護保険特

別会計補正予算（第２号）について補足説明させていただきます。 

 議案第３号令和３年度阿波市の介護保険特別会計補正予算（第２号）は、次に定めると

ころによる。 

 第１条、既定の歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ２，１３１万３，０００円を追

加し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ４５億３，６６４万８，０００円とする。 

 第２項、歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後の歳入

歳出予算の金額は、第１表歳入歳出予算補正による。 

 令和４年２月７日提出、阿波市長。 

 このたびの補正予算の主なものにつきまして、歳入歳出補正予算事項別明細書でご説明

させていただきます。 

 ６ページ、７ページをお開きください。 

 まず、歳入につきましては、３款国庫支出金、補正額２，４８６万１，０００円の減額

で計１０億８，５４３万４，０００円となります。 

 次に、４款支払基金交付金、補正額４９９万９，０００円の減額で計１１億４，６９５

万３，０００円となります。 

 次に、５款県支出金、補正額３３６万３，０００円の減額で計６億１，７４０万９，０

００円となります。 

 次に、８款繰入金、補正額１，４８３万１，０００円の減額で計７億６，８８９万９，

０００円となります。 

 これらにつきましては、いずれも介護給付費の減額に伴う計上済額との差額を減額補正

するものであります。 
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 次に、９款繰越金、補正額６，５８２万７，０００円の増額で計６，６５２万７，００

０円となります。こちらにつきましては、令和２年度介護保険特別会計の決算に伴う繰越

金であります。 

 以上、歳入においての補正額の合計は２，１３１万３，０００円の増額で、補正後の歳

入合計額は４５億３，６６４万８，０００円となります。 

 続きまして、８ページ、９ページをお開きください。 

 歳出につきましては、１款総務費、補正額１，３３５万３，０００円の減額で計１億

３，９８９万７，０００円となります。こちらにつきましては、実績見込みに伴うもので

あります。 

 次に、２款保険給付費、補正額１，８６０万円の減額で計４１億６，９５０万円となり

ます。こちらにつきましては、介護サービスの利用者の減少に伴うものであります。 

 次に、４款基金積立金、補正額４，９６３万８，０００円の増額で計４，９６７万円と

なります。こちらにつきましては、次期第９期計画を見据え、現在の保険料基準額を維持

できるよう介護給付費準備基金として積立てを行うものであります。 

 次に、７款諸支出金、補正額３５４万円の増額で計１，９７５万３，０００円となりま

す。こちらにつきましては、令和２年度の介護保険給付費等の実績に伴う負担金の返還金

であります。 

 以上、歳出においての補正額の合計は２，１３１万３，０００円の増額で、補正後の歳

出合計額は４５億３，６６４万８，０００円となります。 

 以上、議案第３号の補足説明とさせていただきます。ご審議の上、ご賛同くださいます

ようよろしくお願いいたします。 

○議長（松村幸治君） 藤野水道部長。 

○水道部長（藤野芳大君） 議案第４号について補足説明をさせていただきます。 

 議案第４号令和３年度阿波市の農業集落排水事業特別会計補正予算（第２号）は、次に

定めるところによる。 

 第１条、既定の歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ２５０万円を追加し、歳入歳出

予算の総額を歳入歳出それぞれ１億５，８５５万７，０００円とする。 

 第２項、歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後の歳入

歳出予算の金額は、第１表歳入歳出予算補正による。 

 第２条、地方自治法第２１３条第１項の規定により翌年度に繰越しして使用することが
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できる経費は、第２表繰越明許費による。 

 令和４年２月７日提出、阿波市長。 

 今回の補正の概要は、農業集落排水施設の設備の故障による修繕等の費用や光熱水費の

増加などに対する歳入歳出予算でございます。 

 ６ページ、７ページの歳入歳出補正予算事項別明細書をお願いいたします。 

 歳入につきましては、５款繰入金が２５０万円の追加で計１億１，６００万円となって

おり、補正後の歳入合計は１億５，８５５万７，０００円となっております。 

 続きまして、８ページをお願いいたします。 

 歳出につきましては、２款事業費が２５０万円の追加で計６，４８１万円となってお

り、補正後の歳出合計は１億５，８５５万７，０００円となっております。 

 次に、前に戻っていただき、４ページの第２表繰越明許費をお願いいたします。 

 繰越明許事業といたしまして、２款事業費、１項施設管理費の一条西地区循環ポンプ更

新事業など３事業、繰越明許費総額１，３４０万円を計上しております。 

 以上、議案第４号の補足説明とさせていただきます。ご審議の上、ご賛同くださいます

ようよろしくお願い申し上げます。 

○議長（松村幸治君） 坂東企画総務部長。 

○企画総務部長（坂東孝一君） それでは、議案第５号及び議案第６号について補足説明

をさせていただきます。 

 初めに、議案第５号令和４年度阿波市一般会計予算について。 

 令和４年度阿波市の一般会計予算は、次に定めるところによる。 

 第１条、歳入歳出予算の総額は、歳入歳出それぞれ１８８億９，６００万円と定める。 

 第２項、歳入歳出予算の款項の区分及び当該区分ごとの金額は、第１表歳入歳出予算に

よる。 

 第２条、地方自治法第２３０条第１項の規定により起こすことができる地方債の起債の

目的、限度額、起債の方法、利率及び償還の方法は、第２表地方債による。 

 第３条、地方自治法第２３５条の３第２項の規定による一時借入金の借入れの最高額は

３０億円と定める。 

 第４条、地方自治法第２２０条第２項ただし書の規定により歳出予算の各項の経費の金

額を流用することができる場合は、次のとおりと定める。 

 第１号、各項に計上した給料、職員手当及び共済費に係る予算額に過不足を生じた場合
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における同一款内でのこれらの経費の各項の間の流用。 

 令和４年２月７日提出、阿波市長。 

 令和４年度当初予算編成に当たりましては、持続可能なまちづくりの実現に向け、安

全・安心のまちづくり、活力あふれるまちづくり、子育て応援のまちづくりを施策の中心

に据え、なお一層推進するための予算編成を行いました。 

 令和４年度当初予算案の歳入歳出予算総額は１８８億９，６００万円で、対前年度比

７，２００万円、率にして０．４％の増となっております。 

 次に、６ページをお願いいたします。 

 第２表地方債でございます。 

 地方債につきましては、総務債など８件で、限度額の合計は１２億２，８４０万円とし

ております。 

 それでは、歳入歳出予算の主なものについて説明をさせていただきます。 

 ８ページ、９ページをお願いいたします。 

 歳入につきましては、歳入歳出予算事項別明細書で説明をさせていただきます。 

 初めに、１款市税につきましては３３億４，１３３万５，０００円で、対前年度比４，

４７１万６，０００円、率にして１．４％の増でございます。市民税につきましては、新

型コロナウイルスの影響は残るものの、国の経済対策などによる法人所得の増を見込んで

おり、固定資産税につきましては、新築家屋や企業誘致による増、太陽光発電施設の設備

投資による償却資産の増を見込んでおります。 

 次に、１１款地方交付税につきましては６４億４，０００万円で、対前年度比１億３０

０万円の増でございます。内訳といたしましては、普通交付税を６０億４，０００万円、

特別交付税を４億円見込んでおります。 

 次に、１５款国庫支出金につきましては２４億７，９３３万９，０００円で、対前年度

比５，４８４万１，０００円、率にして２．２％の減でございます。主に新型コロナウイ

ルスワクチン接種対策費負担金の減少によるものでございます。 

 次に、１６款県支出金につきましては１５億５，３９４万４，０００円で、対前年度比

１，７２５万５，０００円、率にして１．１％の減でございます。主に国土調査事業負担

金の減少によるものでございます。 

 次に、１７款財産収入につきましては６，６９０万９，０００円で、対前年度比２，２

９１万９，０００円、率にして５２．１％の増でございます。旧北二条住宅跡地の分譲に
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よる財産売払収入を見込んでおります。 

 次に、１９款繰入金につきましては１８億９，３９６万７，０００円で、対前年度比２

億２，５４８万５，０００円、率にして１３．５％の増でございます。主な要因といたし

ましては、財政調整基金や減債基金を取り崩し、財源に充当するものでございます。 

 次に、２２款市債につきましては１２億２，８４０万円で、対前年度比２億２９０万

円、率にして１４．２％の減でございます。主な要因といたしましては、臨時財政対策

債、辺地対策事業債などの減少によるものでございます。 

 次に、歳出の主なものにつきまして説明をさせていただきます。 

 ７０ページ、７１ページをお願いいたします。 

 ２款２項徴税費につきましては２億２，５４５万７，０００円で、対前年度比４，１１

９万１，０００円、率にして２２．４％の増でございます。主な要因といたしましては、

評価替えに係る不動産鑑定や空中写真撮影の予算計上によるものでございます。 

 次に、７６ページ、７７ページをお願いいたします。 

 ２款４項選挙費につきましては２，８７７万４，０００円で、対前年度比２，８１５万

１，０００円、率にして４９．５％の減でございます。主に市議会議員選挙費、衆議院議

員総選挙費の減額によるものでございます。 

 次に、８２ページ、８３ページをお願いいたします。 

 ３款１項社会福祉費につきましては２３億８，１３４万６，０００円で、対前年度比

４，１１９万円、率にして１．８％の増でございます。主に障害者自立支援給付費、就労

準備支援業務委託料などの増加によるものでございます。 

 次に、９４ページ、９５ページをお願いいたします。 

 ３款３項児童福祉費につきましては２２億３，０９９万２，０００円で、対前年度比

５，０２６万３，０００円、率にして２．２％の減でございます。主な要因といたしまし

ては、児童手当、児童扶養手当の減少によるものでございます。 

 次に、１１０ページ、１１１ページをお願いいたします。 

 ４款１項保健衛生費につきましては７億９，４６４万３，０００円で、対前年度比３億

２，５９９万２，０００円、率にして２９．１％の減でございます。主な要因といたしま

しては、新型コロナウイルスワクチン接種対策事業費や伊沢谷飲料水供給施設整備事業費

の減額によるものでございます。 

 次に、１１８ページ、１１９ページをお願いいたします。 
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 ４款２項清掃費につきましては１１億２，４７９万４，０００円で、対前年度比４，８

９３万３，０００円、率にして４．５％の増でございます。主な要因といたしましては、

中央広域環境施設組合負担金の増加によるものでございます。 

 次に、１４０ページ、１４１ページをお願いいたします。 

 ８款２項道路橋りょう費につきましては９億８，２３７万４，０００円で、対前年度比

３億２６１万７，０００円、率にして４４．５％の増でございます。主な要因といたしま

しては、矢松田中線整備、橋梁補修やスマートＩＣ整備事業費の増加によるものでござい

ます。 

 次に、１４６ページ、１４７ページをお願いいたします。 

 ８款３項河川費につきましては２，９６９万４，０００円で、対前年度比１，７８９万

９，０００円、率にして１５１．８％の増でございます。主な要因といたしましては、河

川のしゅんせつを道路維持費から河川費に組み替えたことによるものでございます。 

 続きまして、１４８ページ、１４９ページをお願いいたします。 

 ８款４項住宅費につきましては２億５８４万６，０００円で、対前年度比２，９６８万

６，０００円、率にして１６．９％の増でございます。主な要因といたしましては、大野

島団地長寿命化改善事業などによるものでございます。 

 次に、１７４ページ、１７５ページをお願いいたします。 

 １０款５項社会教育費につきましては２億４，７２３万８，０００円で、対前年度比

４，１４０万円、率にして１４．３％の減でございます。主な要因といたしましては、伊

沢公民館修繕事業の減額によるものでございます。 

 次に、１８４ページ、１８５ページをお願いいたします。 

 １０款６項保健体育費につきましては１億１，９０１万５，０００円で、対前年度比

８，０１５万１，０００円、率にして４０．２％の減でございます。主な要因といたしま

しては、市場グラウンド改修事業の減額によるものでございます。 

 次に、２００ページ、２０１ページをお願いいたします。 

 債務負担行為で翌年度以降にわたるものについての前年度末までの支出額または支出額

の見込み及び当該年度以降の支出予定額等に関する調書を記載しております。 

 最後に、２０２ページをお願いいたします。 

 地方債の前々年度末における現在高並びに前年度末及び当該年度末における現在高の見

込みに関する調書で、表の右下、当該年度末現在高見込額の合計額は１９０億１，０３２
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万８，０００円でございます。 

 以上、議案第５号についての補足説明とさせていただきます。 

 続きまして、議案第６号令和４年度阿波市御所財産区特別会計予算について補足説明を

させていただきます。 

 予算書の１ページをお願いいたします。 

 令和４年度阿波市の御所財産区特別会計の予算は、次に定めるところによる。 

 第１条、歳入歳出予算の総額は歳入歳出それぞれ１，７５１万７，０００円と定める。 

 第２項、歳入歳出予算の款項の区分及び当該区分ごとの金額は、第１表歳入歳出予算に

よる。 

 第２条、地方自治法第２２０条第２項ただし書の規定により歳出予算の各項の経費の金

額を流用することができる場合は、次のとおりと定める。 

 第１号、各項に計上した予算額に過不足を生じた場合における同一款内でのこれらの経

費の各項の間の流用。 

 令和４年２月７日提出、阿波市長。 

 それでは、６ページ、７ページをお願いいたします。 

 歳入歳出予算事項別明細書で主なものにつきまして説明をさせていただきます。 

 初めに、歳入でございます。 

 １款財産収入につきましては、前年度と同額の３０１万６，０００円で、土地の貸付収

入でございます。 

 次に、２款繰越金につきましては１，４５０万円で、対前年度比５０万円の増でござい

ます。 

 次に、８ページ、９ページをお願いいたします。 

 歳出につきましては、２款事業費１，０３０万円で、山林維持管理委託料や環境林整備

事業負担金などでございます。 

 以上、議案第６号についての補足説明とさせていただきます。ご審議の上、ご賛同いた

だきますようよろしくお願いいたします。 

○議長（松村幸治君） 矢田市民部長。 

○市民部長（矢田正和君） それでは、議案第７号から議案第９号について補足説明をさ

せていただきます。 

 初めに、議案第７号令和４年度阿波市国民健康保険特別会計予算について補足説明をさ
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せていただきます。 

 予算書の１ページをお開きください。 

 令和４年度阿波市の国民健康保険特別会計の予算は、次に定めるところによる。 

 第１条、歳入歳出予算の総額は歳入歳出それぞれ４４億９，８９８万７，０００円と定

める。 

 第２項、歳入歳出予算の款項の区分及び当該区分ごとの金額は、第１表歳入歳出予算に

よる。 

 第２条、地方自治法第２３５条の３第２項の規定による一時借入金の借入れの最高額は

２億円と定める。 

 第３条、地方自治法第２２０条第２項ただし書の規定により歳出予算の各項の経費の金

額を流用することができる場合は、次のとおりと定める。 

 第１号、保険給付費の各項に計上した予算額に過不足を生じた場合における同一款内で

のこれらの経費の各項の間の流用。 

 令和４年２月７日提出、阿波市長。 

 それでは、６ページ、７ページをお開きください。 

 歳入歳出予算事項別明細書にて主なものについての説明をさせていただきます。 

 こちら歳入につきましては、本年度予算額として、１款国民健康保険税が６億４，７６

５万６，０００円、４款県支出金が３３億２，１６６万９，０００円、７款繰入金が４億

３，０７０万６，０００円、８款繰越金が前年度繰越金として９，０００万円、９款諸収

入が延滞金等によりまして８４７万３，０００円などとなっており、歳入合計額は４４億

９，８９８万７，０００円で、前年度と比較して３，３４１万円の増額となっています。 

 １款の国民健康保険税につきましては前年度比で６７万円の減、４款県支出金では保険

者努力支援などの特別交付金により２，２３７万２，０００円の追加、７款繰入金は保険

税軽減分の保険基盤安定繰入金などにより９０５万６，０００円の減となっています。 

 続きまして、８ページ、９ページをお願いします。 

 歳出につきましては、本年度予算額として、１款総務費が１億１９７万１，０００円、

２款保険給付費が３２億８，２１２万１，０００円、３款国民健康保険事業費納付金が１

０億６，１８８万１，０００円、５款保健事業費は特定健康診査等事業費などにより４，

５４９万３，０００円、８款諸支出金は償還金、還付加算金などにより４４３万７，００

０円、９款予備費が３００万円などとなっておりまして、歳出合計額は４４億９，８９８
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万７，０００円で、前年度と比較して３，３４１万円の増額となっています。 

 ２款の保険給付費につきましては、一般被保険者療養給付費の増加などにより、前年度

比で２，６８８万２，０００円の追加、３款国民健康保険事業費納付金では、前年度実績

算定によりまして、前年度比１，３０７万円の追加となっております。 

 それでは次に、議案第８号令和４年度阿波市後期高齢者医療特別会計予算について補足

説明をさせていただきます。 

 予算書の１ページをお開きください。 

 令和４年度阿波市の後期高齢者医療特別会計の予算は、次に定めるところによる。 

 第１条、歳入歳出予算の総額は歳入歳出それぞれ５億６，８９８万２，０００円と定め

る。 

 第２項、歳入歳出予算の款項の区分及び当該区分ごとの金額は、第１表歳入歳出予算に

よる。 

 令和４年２月７日提出、阿波市長。 

 ６ページ、７ページをお開きください。 

 歳入歳出予算事項別明細書にて主なものについての説明をさせていただきます。 

 歳入につきましては、本年度予算額として、１款後期高齢者医療保険料が３億７，９４

０万６，０００円、４款繰入金が１億８，４０２万２，０００円、６款諸収入が５０５万

４，０００円などとなっており、歳入合計額は５億６，８９８万２，０００円で、前年度

と比較して３，９５７万４，０００円の増額となっています。 

 １款の後期高齢者医療保険料におきましては、被保険者の増加に伴う特別徴収保険料の

増により、前年度比で３，７２５万９，０００円の追加、そして４款繰入金では、県から

の保険基盤安定繰入金にて、前年度比２３１万５，０００円の追加となっています。 

 続きまして、８ページ、９ページをお願いいたします。 

 歳出につきましては、本年度予算額として、２款後期高齢者医療広域連合納付金が５億

６，３４３万１，０００円、３款諸支出金が５０５万１，０００円などとなっており、歳

出合計額は５億６，８９８万２，０００円で、前年度と比較して３，９５７万４，０００

円の増額となっています。 

 ２款の後期高齢者医療広域連合納付金につきましては、後期高齢者医療広域連合納付金

の保険料等において３，９５７万４，０００円の追加となっております。 

 それでは続きまして、議案第９号令和４年度阿波市住宅新築資金等貸付事業特別会計予
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算についての補足説明をさせていただきます。 

 予算書の１ページをお開きください。 

 令和４年度阿波市の住宅新築資金等貸付事業特別会計の予算は、次に定めるところによ

る。 

 第１条、歳入歳出予算の総額は歳入歳出それぞれ１７６万円と定める。 

 第２項、歳入歳出予算の款項の区分及び当該区分ごとの金額は、第１表歳入歳出予算に

よる。 

 令和４年２月７日提出、阿波市長。 

 ６ページ、７ページをお開きください。 

 歳入歳出予算事項別明細書にて説明をさせていただきます。 

 こちらの歳入につきましては、本年度予算額として、１款県支出金が１２７万５，００

０円、２款諸収入が３４万円、４款繰越金が１４万５，０００円となっており、歳入合計

額は１７６万円で、前年度と比較して１６万３，０００円の減額となっています。 

 １款の県支出金にて、県補助金が１５万円の減となっております。 

 続きまして、８ページ、９ページをお願いいたします。 

 歳出につきましては、本年度予算額として、１款貸付事業費が１７６万円で、歳出合計

額は１７６万円となり、前年度と比較して１６万３，０００円の減額となっております。 

 １款の貸付事業費における償還事務費の弁護士業務委託料などにて１６万３，０００円

の減額となっております。 

 以上、議案第７号から議案第９号までの補足説明とさせていただきます。ご審議の上、

ご賛同くださいますようよろしくお願い申し上げます。 

○議長（松村幸治君） 寺井健康福祉部長。 

○健康福祉部長（寺井加代子さん） それでは、議案第１０号について補足説明させてい

ただきます。 

 議案第１０号令和４年度阿波市の介護保険特別会計の予算は、次に定めるところによ

る。 

 第１条、歳入歳出予算の総額は歳入歳出それぞれ４４億７，５３７万６，０００円と定

める。 

 第２項、歳入歳出予算の款項の区分及び当該区分ごとの金額は、第１表歳入歳出予算に

よる。 
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 第２条、地方自治法第２３５条の３第２項の規定による一時借入金の借入れの最高額は

２億円と定める。 

 第３条、地方自治法第２２０条第２項ただし書の規定により歳出予算の各項の経費の金

額を流用することができる場合は、次のとおりと定める。 

 第１号、各項に計上した給料、職員手当及び共済費に係る予算額に過不足を生じた場合

における同一款内でのこれらの経費の各項の間の流用。 

 第２号、保険給付費の各項に計上した予算額に過不足を生じた場合における同一款内で

のこれらの経費の各項の間の流用。 

 令和４年２月７日提出、阿波市長。 

 それでは、主なものにつきまして歳入歳出予算事項別明細書でご説明させていただきま

す。 

 ６ページ、７ページをお開きください。 

 まず、歳入の主なものにつきましては、１款介護保険料の予算額は、前年比９７８万

６，０００円の減額で８億３，７９７万円としております。こちらにつきましては、高齢

者数の若干の減少によるものであります。 

 次に、３款国庫支出金の予算額は、前年比２，２８５万５，０００円の減額で１０億

６，９６４万９，０００円としております。こちらにつきましては、介護給付費及び介護

予防給付費に対する国の負担金でありますが、調整交付金が前年に対し減額するとの見込

みによるものでございます。 

 次に、４款支払基金交付金の予算額は、前年比４５万７，０００円の増額で１１億４，

９３８万５，０００円としております。この支払基金交付金につきましては、４０歳から

６４歳までの第２号被保険者保険料であります。 

 次に、５款県支出金の予算額は、前年比２３万１，０００円の減額で６億１，８７０万

９，０００円としております。 

 次に、８款繰入金の予算額は、前年比２，１９８万６，０００円の増額で７億９，９４

２万８，０００円としております。こちらにつきましては、介護給付費準備基金を一部取

り崩し、保険給付に対し不足すると思われる額に充当するものであります。 

 以上、歳入合計は４４億７，５３７万６，０００円で、前年比１，０３２万５，０００

円の減額としております。 

 続きまして、８ページ、９ページをお開きください。 
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 歳出の主なものにつきましては、１款総務費の予算額、前年比９８１万５，０００円の

減額で、１億４，２３３万７，０００円としております。こちらにつきましては、人件費

及び介護保険システム改修委託料の減額に伴うものであります。 

 次に、２款保険給付費の予算額、前年比９０万円の増額で４１億７，７８０万円として

おります。こちらの保険給付費につきましては、近年の給付状況の変動を勘案し予算計上

させていただいております。 

 次に、５款地域支援事業費の予算額、前年比１３９万８，０００円の減額で１億４，３

９１万５，０００円としております。 

 以上、歳出合計は４４億７，５３７万６，０００円で、前年比１，０３２万５，０００

円の減額としております。 

 以上、議案第１０号の補足説明とさせていただきます。ご審議の上、ご賛同くださいま

すようよろしくお願いいたします。 

○議長（松村幸治君） 藤野水道部長。 

○水道部長（藤野芳大君） 議案第１１号及び議案第１２号について、順次補足説明をさ

せていただきます。 

 初めに、議案第１１号の１ページをお開きください。 

 議案第１１号令和４年度阿波市の農業集落排水事業特別会計の予算は、次に定めるとこ

ろによる。 

 第１条、歳入歳出予算の総額は歳入歳出それぞれ１億４，３１５万３，０００円と定め

る。 

 第２項、歳入歳出予算の款項の区分及び当該区分ごとの金額は、第１表歳入歳出予算に

よる。 

 第２条、地方自治法第２１４条の規定により債務を負担する行為をすることができる事

項、期間及び限度額は、第２表債務負担行為による。 

 第３条、地方自治法第２３０条第１項の規定により起こすことができる地方債の起債の

目的、限度額、起債の方法、利率及び償還の方法は、第３表地方債による。 

 第４条、地方自治法第２３５条の３第２項の規定による一時借入金の借入れの最高額は

１，０００万円と定める。 

 第５条、地方自治法第２２０条第２項ただし書の規定により歳出予算の各項の経費の金

額を流用することができる場合は、次のとおりと定める。 
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 第１号、各項に計上した予算額に過不足を生じた場合における同一款内でのこれらの経

費の各項の間の流用。 

 令和４年２月７日提出、阿波市長。 

 ４ページをお願いいたします。 

 第２表債務負担行為についてでございます。 

 対象は法適用化策定支援業務委託料で、限度額は４５０万円でございます。 

 次に、第３表地方債についてでございます。 

 起債の目的は下水道債で、内訳の農業集落排水補助事業下水道債と公営企業会計適用債

の限度額の計は１，０２０万円となっております。 

 起債の方法は証書借入れで、利率は５％以内、償還の方法につきましては、借入先の融

通条件によるものでございます。 

 次に、６ページ、７ページからの歳入歳出予算事項別明細書をお願いいたします。 

 主なものについて説明をさせていただきます。 

 歳入につきましては、本年度予算額として、１款分担金が１５０万円、２款使用料及び

手数料が１，５４９万７，０００円、３款国庫支出金が５７０万円、５款繰入金が１億８

５５万４，０００円、８款市債が１，０２０万円で、歳入合計は１億４，３１５万３，０

００円となり、前年度に比べ７８０万４，０００円の減額となっております。 

 続きまして、８ページ、９ページをお願いいたします。 

 歳出につきましては、本年度予算額として、１款総務費が８５４万１，０００円、２款

事業費が５，６６３万９，０００円、３款公債費が７，７４７万３，０００円で、歳出合

計は１億４，３１５万３，０００円となり、前年度に比べ７８０万４，０００円の減額と

なっております。 

 次に、１８ページ、１９ページをお願いいたします。 

 １８ページ、１９ページには、債務負担行為で翌年度以降にわたるものについての前年

度末までの支出額または支出額の見込み及び当該年度以降の支出予定額等に関する調書を

記載しております。 

 次に、２０ページをお願いいたします。 

 地方債の当該年度末現在高の見込額は、表右下の３億３，０６０万６，０００円となる

見込みでございます。 

 以上、議案第１１号の補足説明とさせていただきます。 
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 続きまして、議案第１２号について補足説明をさせていただきます。 

 予算書の１ページをお開きください。 

 議案第１２号令和４年度阿波市水道事業会計予算。 

 第１条、令和４年度阿波市水道事業会計の予算は、次に定めるところによる。 

 第２条、業務の予定量は、次のとおりとしております。給水戸数が１万４，１６０戸、

年間総給水量４５６万５，０００立方メートル、１日の平均給水量は１万２，５０６立方

メートル、主要な建設改良事業は、基本計画に基づく事業３億８，９８５万円、老朽管布

設替等事業７，６６６万円としております。 

 次に、第３条、収益的収入及び支出の予定額を次のとおりと定めております。 

 初めに、収入でございますが、第１款水道事業収益を６億８，４２１万１，０００円と

しております。内訳といたしまして、第１項営業収益が６億４，４３６万７，０００円、

第２項営業外収益が３，９８４万２，０００円、第３項特別利益が２，０００円となって

おります。 

 次に、支出でございますが、第１款水道事業費用を６億４，７４５万円としておりま

す。内訳といたしまして、第１項営業費用が６億１，０２２万１，０００円、第２項営業

外費用が３，５２２万８，０００円、第３項特別損失が１００万１，０００円、第４項予

備費が１００万円となっております。 

 次に、第４条、資本的収入及び支出の予定額について、次のとおりと定めております。 

 まず、収入でございますが、第１款資本的収入を４億４，２６０万３，０００円として

おります。内訳といたしまして、第１項出資金が１億９，４８０万円、第２項工事負担金

が７８０万１，０００円、第３項国庫補助金が１，０００円、第４項企業債が２億４，０

００万円、第５項保険金が１，０００円となっております。 

 次に、支出でございますが、第１款資本的支出を６億２，５６７万６，０００円として

おります。内訳といたしまして、第１項建設改良費が５億３，０４０万４，０００円、第

２項企業債償還金が９，４２７万１，０００円、第３項国庫返還金が１，０００円、第４

項予備費が１００万円となっております。 

 なお、資本的収入額が資本的支出額に対し不足する額１億８，３０７万３，０００円

は、当年度分損益勘定留保資金１億５，１１３万９，０００円、当年度分消費税及び地方

消費税資本的収支調整額３，１９３万４，０００円で補填を予定しております。 

 続きまして、２ページをお願いいたします。 
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 第５条、企業債について次のとおりと定めております。 

 起債の目的は上水道建設改良事業で、限度額は２億４，０００万円となっております。 

 起債の方法は証書借入れで、利率は５％以内、償還の方法につきましては、借入先の融

通条件によるものでございます。 

 次に、第６条、経費の流用は次のとおりと定めております。 

 営業費用、営業外費用及び特別損失の間の流用を可としております。 

 次に、第７条、議会の議決を経なければ流用することができない経費は、職員給与費１

億１２９万５，０００円としております。 

 次に、第８条、営業助成のため一般会計から受ける補助金額は１億９，９９３万８，０

００円としております。 

 次に、第９条、たな卸資産の購入限度額は１，７７５万８，０００円と定めておりま

す。 

 令和４年２月７日提出、阿波市長。 

 以上、議案第１２号の補足説明とさせていただきます。ご審議の上、ご賛同くださいま

すようよろしくお願い申し上げます。 

○議長（松村幸治君） 坂東企画総務部長。 

○企画総務部長（坂東孝一君） それでは、議案第１３号及び議案第１４号につきまして

補足説明をさせていただきます。 

 初めに、議案第１３号阿波市森林環境譲与税基金条例の制定について。 

 阿波市森林環境譲与税基金条例を次のように定める。 

 令和４年２月７日提出、阿波市長。 

 森林環境譲与税につきましては、令和元年度から譲与が開始されており森林整備等に活

用していますが、将来の事業に備えるため、新たに条例を制定するものでございます。 

 主な制定内容といたしましては、第１条において、森林環境税及び森林環境譲与税に関

する法律第３４条第１項に規定する施策に要する費用の財源に充てるため、当基金を設置

するとしており、第２条以降では、積立て、管理、運用益金の処理、繰替運用、処分など

を規定しております。 

 施行日は公布の日でございます。 

 次に、議案第１４号犬墓財産区管理会条例の制定について。 

 犬墓財産区管理会条例を次のように定める。 
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 令和４年２月７日提出、阿波市長。 

 この条例の制定につきましては、犬墓財産区の審議機関を現在の議会制度から管理会制

度に移行するため、新たに条例を制定するものでございます。 

 主な制定内容といたしましては、財産区管理委員は６人とし、任期は４年。委員の選任

に当たっては、自治会より推薦のあった者から市長が選任いたします。また、会長は委員

の中から互選としております。 

 管理会の同意により行う事項といたしましては、財産の処分、重要な管理行為など１０

項目を規定しております。 

 施行日は令和４年４月１日でございます。 

 以上、議案第１３号及び議案第１４号についての補足説明とさせていただきます。ご審

議の上、ご賛同いただきますようよろしくお願いいたします。 

○議長（松村幸治君） 矢田市民部長。 

○市民部長（矢田正和君） それでは、議案第１５号阿波市住民集会施設設置条例の一部

改正について補足説明をさせていただきます。 

 議案第１５号をお願いいたします。 

 阿波市住民集会施設設置条例の一部改正について。 

 阿波市住民集会施設設置条例の一部を改正する条例を次のように定める。 

 令和４年２月７日提出、阿波市長。 

 今回の改正につきましては、阿波市公共施設個別管理計画に基づき建設中の吉野庄境集

会所が年度内に完成するため、また市場箸供養集会所が集会所としての用途を終えたこと

から、条例の一部を改正するものでございます。 

 改正内容といたしましては、第２条の表中に吉野庄境集会所の名称及び位置を追加し、

市場箸供養集会所の項を削ります。 

 追加の施設は吉野庄境集会所、施設の位置は阿波市吉野町西条字庄境１６０番地１で

す。 

 施行日につきましては、令和４年４月１日でございます。 

 以上、議案第１５号についての補足説明とさせていただきます。ご審議の上、ご賛同く

ださいますようよろしくお願いいたします。 

○議長（松村幸治君） 寺井健康福祉部長。 

○健康福祉部長（寺井加代子さん） それでは、議案第１６号並びに議案第１７号につい
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て、続けて補足説明させていただきます。 

 まず、議案第１６号阿波市特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費用弁償に関する条

例の一部改正について。 

 阿波市特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費用弁償に関する条例の一部を改正する

条例を次のように定める。 

 令和４年２月７日提出、阿波市長。 

 本条例の改正につきましては、民生委員、児童委員の候補者として適任者を推薦する附

属機関である民生委員推薦会の委員は、地方公務員法第３条第３項第２号の特別職の非常

勤職員とされております。このことから、民生委員推薦会委員への報酬及び費用弁償につ

いて規定するため、条例の一部を改正するものです。 

 改正の内容につきましては、民生委員推薦会委員の日額を６，２００円とするもので

す。 

 施行日につきましては、令和４年４月１日としております。 

 以上、議案第１６号の補足説明とさせていただきます。 

 次に、議案第１７号について補足説明させていただきます。 

 議案第１７号阿波っ子条例の制定について。 

 阿波っ子条例を次のように定める。 

 令和４年２月７日提出、阿波市長。 

 本条例の制定につきましては、本市は、阿波市誕生後、これまで子育てするなら阿波市

のキャッチフレーズのもと、子育て支援事業について積極的に取り組み、多くの事業で一

定の成果を上げることができたものと考えております。こうした中、次代を担う子どもが

健やかに生まれ育つ環境を整備するための条例について、制定に向けた具体的な検討を行

いました。 

 条例の目的は、子ども・子育て支援についての基本理念を定め、子どもが大切にされる

こと、並びに保護者、学校等、地域住民及び事業者、並びに市の責務等の子ども・子育て

支援を総合的に推進していくための基本的事項を明らかにすることにより、安心して子ど

もを産み育てることができる環境を整え、子どもが健やかに成長できる社会の実現に寄与

することを目的としております。 

 条文の構成は、章立てて第１条から第１７条までとし、目次、前文から始まり、第１

章、総則、第１条から第３条に目的、定義、基本理念を定め、第２章、子どもが大切にさ
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れること、第４条に子どもの権利を定め、第３章、大人の役割、第５条から第９条に保護

者、学校等、地域住民、地域団体、事業者の役割を定め、第４章、市の責務等、第１０条

から第１６条に計画の推進、連携体制の構築、機会等の提供、施設の充実等、安全対策、

啓発、児童虐待への対応を定め、第５章、人権教育の推進、第１７条に人権教育を定める

ものとしております。 

 この理念条例を制定することにより、今後とも子どもの健全な成長が保障され、子ども

の笑顔とともに大人も笑顔で満ちあふれるまちの実現を目指します。 

 また、子育てするなら阿波市を具現化することにより、子ども・子育て支援事業計画の

取組をさらに充実を図りたいと考えております。 

 施行日につきましては、令和４年４月１日としております。 

 以上、議案第１６号並びに議案第１７号の補足説明とさせていただきます。ご審議の

上、ご賛同くださいますようよろしくお願いいたします。 

○議長（松村幸治君） 藤野水道部長。 

○水道部長（藤野芳大君） 議案第１８号について補足説明をさせていただきます。 

 議案第１８号をお開きください。 

 議案第１８号阿波市飲料水供給施設の設置等に関する条例の一部改正について。 

 阿波市飲料水供給施設の設置等に関する条例の一部を改正する条例を次のように定め

る。 

 令和４年２月７日提出、阿波市長。 

 今回の改正につきましては、条例第２条で定めた給水区域等の表記を次のように改める

ものでございます。 

 施行日は公布の日としております。 

 以上、議案第１８号の補足説明とさせていただきます。ご審議の上、ご賛同くださいま

すようよろしくお願い申し上げます。 

○議長（松村幸治君） 矢田市民部長。 

○市民部長（矢田正和君） 議案第１９号吉野庄境集会所の指定管理者の指定について補

足説明をさせていただきます。 

 議案第１９号をお願いいたします。 

 吉野庄境集会所の指定管理者の指定について。 

 次の施設について指定管理者を指定したいので、地方自治法第２４４条の２第６項の規
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定により議会の議決を求める。 

 令和４年２月７日提出、阿波市長。 

 今回の改正につきましては、当該集会所は地域密着型の施設でありますので、阿波市指

定管理者制度運営ガイドラインに基づき、非公募により地域住民で組織する管理組合を指

定管理者とし、地方自治法第２４４条の２第６項の規定により議会の議決を求めるもので

ございます。 

 施設の名称は吉野庄境集会所、指定管理者は阿波市吉野町西条字庄境１５９番地１、庄

境集会所管理組合、会長森本隆美、指定の期間は令和４年４月１日から令和８年３月３１

日まで、指定管理料につきましては無料でございます。 

 以上、議案第１９号の補足説明とさせていただきます。ご審議の上、ご賛同くださいま

すようよろしくお願い申し上げます。 

○議長（松村幸治君） 坂東企画総務部長。 

○企画総務部長（坂東孝一君） それでは、議案第２０号第２次阿波市総合計画基本構想

の変更について補足説明をさせていただきます。 

 第２次阿波市総合計画基本構想を別紙のとおり変更することについて、阿波市議会の議

決すべき事件を定める条例第２条の規定により議会の議決を求める。 

 令和４年２月７日提出、阿波市長。 

 主な変更内容といたしましては、基本構想の計画期間を平成２９年度から令和８年度ま

での１０年間から令和６年度までの８年間に変更いたします。 

 次に、人口の見通しにつきましては、阿波市人口ビジョンの令和元年度改定に伴う変更

及び目標年度を令和８年度から令和６年度に変更いたします。 

 次に、計画の体系及び政策目標ごとの方針につきましては、施策名を農業の振興と森林

の保全から農業の振興に、情報化の推進から情報化・デジタル化の推進にそれぞれ変更す

るものでございます。 

 以上、議案第２０号の補足説明とさせていただきます。ご審議の上、ご賛同いただきま

すようよろしくお願いいたします。 

○議長（松村幸治君） 川野建設部長。 

○建設部長（川野一郎君） 議案第２１号及び議案第２２号について、順次補足説明をさ

せていただきます。 

 議案第２１号阿波市道路線の認定について。 
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 道路法第８条第２項の規定により、次のとおり阿波市道路線の認定について議決を求め

る。 

 令和４年２月７日提出、阿波市長。 

 路線の認定につきましては、旧北二条住宅跡地宅地造成工事及び新設道路改良工事によ

り、新たに市道として管理を行う路線を認定するものでございます。 

 認定する路線は、土成町土成の南原１５号線、吉野町柿原の小笠７号線の計２路線とな

っております。 

 次に、議案第２２号の補足説明をさせていただきます。 

 議案第２２号阿波市道路線の変更について。 

 道路法第１０条第３項の規定により、次のとおり阿波市道路線の変更について議決を求

める。 

 令和４年２月７日提出、阿波市長。 

 路線の変更につきましては、市場町の善入寺島内市道において、吉野川市との協議に伴

う路線延長の変更、また市場町市場の市道において、起終点地番の変更に伴い路線の変更

を行うものでございます。 

 変更する路線は、市場町の善入寺島南部東西１号線、同じく市場町の上野段東西８号線

の計２路線となっております。 

 以上、議案第２１号及び議案第２２号の補足説明とさせていただきます。ご審議の上、

ご賛同くださいますようよろしくお願い申し上げます。 

 次に、報告第１号債権の放棄について、建設部所管部分の補足説明をさせていただきま

す。 

 報告第１号債権の放棄について。 

 阿波市債権管理条例第１７条第１項の規定により、市の債権について下記のとおり放棄

したので、同条第３項の規定により報告する。 

 令和４年２月７日提出、阿波市長。 

 建設部住宅課から、市営住宅の家賃債権について報告させていただきます。 

 今回報告させていただく債権放棄の理由としまして、条例第１７条第１項第１号該当に

ついては、既に市営住宅から退去しているもので、当該債権につき消滅時効５年が完成

し、かつ債務者がその援用をする見込みがあるため、また第７号該当については、当該債

権につき消滅時効５年が完成し、債務者が生活保護法の規定による保護を受け、またはこ
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れに準じる状態にあり、かつ資力の回復が困難で、当該債権について履行の見込みがない

と認められるため、以上の各号理由に該当すると判断し放棄するものでございます。 

 住宅家賃、住宅共益費合計で債務者数は４６人、放棄した債権の金額は２８４万３，４

００円でございます。 

 なお、債権の放棄については、令和４年１月１３日に開催した債権処理審査委員会にお

いて、放棄の理由等を慎重に審議していただいております。今後におきましても市営住宅

の家賃徴収については、債権管理条例及び債権管理マニュアルに基づき、債権の適正な管

理、迅速な回収に努めてまいりますので、ご理解いただきますようよろしくお願い申し上

げます。 

 以上、報告第１号の債権放棄について、建設部住宅課関係の補足説明とさせていただき

ます。 

○議長（松村幸治君） 藤野水道部長。 

○水道部長（藤野芳大君） 報告第１号債権の放棄についての水道部業務課所管部分につ

いて補足説明をさせていただきます。 

 業務課からは、水道使用料の債権について報告させていただいております。 

 債権の放棄の理由として、条例第１７条第１項第４号該当につきましては、破産法第２

５３条第１項、会社更生法第２０４条第１項、その他の法令の規定により、債務者が該当

債権につき、その責任を免れたための理由により放棄するものでございます。 

 債務者は１人、金額は１，０２２円でございます。 

 なお、債権の放棄につきましては、令和４年１月１３日に開催した債権処理審査委員会

において、放棄の理由等を慎重に審議していただいているところでございます。今後とも

水道使用料につきましても、債権管理マニュアル等に沿って迅速な回収に努めてまいりま

すので、ご理解いただきますようお願いいたします。 

 以上、報告第１号の水道部所管部分についての補足説明とさせていただきます。 

○議長（松村幸治君） 以上で補足説明が終わりました。 

 以上で本日の日程は終了いたしました。 

 次回の日程を報告いたします。 

 次回は、２月１７日午前１０時より代表質問、一般質問であります。 

 本日はこれをもって散会をいたします。 

            午後０時１６分 散会 


